
 

              

              

              

              



 

虎
渓
山
永
保
寺
先
住
職 

（虎
渓
専
門
道
場
師
家
） 

田
中
義
峰
老
大
師
ご
遷
化 

 

私
の
修
行
時
代
の
師
で
、
晋
山
式

に
も
ご
来
山
頂
い
た
、
田
中
義
峰
老

大
師
が
三
月
一
日
七
十
六
歳
で
ご

遷
化
さ
れ
た
。 

私
は
、
二
人
の
老
師
に
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
。
一
人
目
が
現
在
の
南

禅
寺
管
長
中
村
文
峰
老
師
。
（
写
真

右
）
二
人
目
が
田
中
義
峰
老
師
（
写

真
中
央
）
で
あ
る
。 

義
峰
老
師
は
大
阪
府
出
身
で
二

歳
半
の
時
に
実
父
を
亡
く
し
、
昭
和

十
八
年
に
母
と
姉
の
三
人
で
旧
満

州
・
張
家
口
に
移
住
さ
れ
た
。
戦
後

京
都
に
引
き
揚
げ
、
輪
転
機
の
技
師

と
し
て
印
刷
会
社
勤
務
な
ど
会
社

勤
め
を
し
な
が
ら
、
花
園
大
で
学
ば

れ
た
。
三
十
歳
の
時
に
南
禅
寺
塔
頭

慈
氏
院
で
御
手
洗
義
文
住
職
の
も

と
で
得
度
。
南
禅
僧
堂
に
掛
搭
し
、

勝
平
宗
徹
師
家
・
管
長
の
も
と
で
十

三
年
間
ご
修
行
さ
れ
た
。 

勝
平
老
師
が
ご
遷
化
さ
れ
た
後
、

昭
和
五
十
九
年
に
静
岡
の
臨
済
僧

堂
に
移
ら
れ
ご
修
行
。
平
成
十
二
年

に
慈
氏
院
に
住
持
。
中
村
文
峰
・
虎

渓
僧
堂
師
家
（
現
管
長
）
に
嗣
法
し
、

平
成
十
四
年
か
ら
永
保
寺
住
職
・
虎

渓
僧
堂
師
家
を
お
勤
め
に
な
っ
た
。 

 
 

 

こ
こ
数
年
病
気
療
養
さ
れ
な
が

ら
、
住
職
と
僧
堂
師
家
を
お
勤
め
で

し
た
が
、
体
調
不
良
の
た
め
今
年
二

月
で
住
職
師
家
を
退
任
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
四
大
不
調
の
た
め

ご
遷
化
さ
れ
た
。 

 

 

中
村
文
峰
老
師
は
率
先
垂
範
で
、

綿
密
厳
格
な
ご
指
導
で
し
た
が
、
田

中
義
峰
老
師
は
、
生
活
は
質
素
を
旨

と
さ
れ
、
お
お
ら
か
で
失
敗
し
よ
う

が
時
間
が
か
か
ろ
う
が
、
厳
し
く
叱

咤
す
る
こ
と
は
な
く
見
守
っ
て
い

く
よ
う
な
ご
指
導
で
し
た
。 

 

あ
る
時
、
義
峰
老
師
の
お
世
話
の

雲
水
が
、
食
事
の
準
備
が
遅
れ
昼
食

が
一
時
間
近
く
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

食
事
は
ま
だ
か
！
と
怒
鳴
っ
て
き

そ
う
な
も
の
で
す
が
、
の
ん
び
り
と

お
待
ち
に
な
ら
れ
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。 

 

提
唱
や
参
禅
も
ゆ
っ
く
り
と
丁

寧
に
話
さ
れ
、
義
峰
老
師
の
温
厚
な

お
人
柄
が
に
じ
み
出
る
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
お
正
月
の
干
支
色
紙
の
版

画
絵
を
、
今
年
ま
で
十
三
年
間
、
三

百
枚
ほ
ど
義
峰
老
師
か
ら
頼
ま
れ

描
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。
数
年

前
よ
り
そ
の
版
画
絵
を
利
用
し
、
私

も
写
経
会
、
坐
禅
会
、
地
区
世
話
人

さ
ん
に
干
支
色
紙
を
お
配
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

慈
氏
院
の
ご
住
職
で
居
ら
れ
た

時
か
ら
、
多
治
見
永
保
寺
に
移
ら
れ

ご
指
導
い
た
だ
い
た
間
、
三
年
近
く

お
側
に
お
仕
え
し
ま
し
た
が
「
死
を

迎
え
る
ま
で
人
生
は
修
行
の
旅
」
と

よ
く
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

只
々
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝ 

【人
形
供
養
祭
】 

三
月
十
一
日
「
城
下
町
杵
築
散
策

と
ひ
い
な
め
ぐ
り
」
最
終
日
に
、
杵

築
市
観
光
協
会
さ
ん
と
共
催
で
、
人

形
供
養
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

沢
山
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
大

切
な
お
人
形
が
お
役
目
を
終
え
ま

し
た
。 
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「
白
隠
さ
ん
と 

仙
厓
さ
ん
」 

九
州
国
立
博
物
館
研
修 

 

二
月
二
日
、
薄
曇
り
で
雨
の
心
配

の
中
、
檀
家
の
九
名
の
皆
さ
ん
と
九

州
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
特
別
展
示
「
白
隠
さ
ん
と
仙

厓
さ
ん
」
を
拝
観
に
行
き
ま
し
た
。 

 
 

展
示
場
入
り
口
に
は
、
大
分
市
萬

壽
寺
所
蔵
の
白
隠
像
が
ぎ
ょ
ろ
り

と
眼
光
鋭
く
私
達
を
出
迎
え
た
。 

白
隠
禅
師
は
二
十
九
歳
の
時
、
日

向
大
光
寺
に
お
ら
れ
た
古
月
禅
材

の
評
判
を
聞
き
、
古
月
に
見
え
よ
う

と
九
州
を
目
指
し
た
こ
と
が
あ
る

が
途
中
で
断
念
し
、
生
涯
九
州
の
地

を
踏
む
こ
と
は
な
く
、
後
年
と
て
も

悔
や
ま
れ
た
と
い
う
。 

そ
の
白
隠
禅
師
に
代
わ
っ
て
、
今

回
の
特
別
展
で
静
岡
原
の
松
蔭
寺

の
開
山
堂
に
安
置
さ
れ
る
白
隠
の

頂
相
彫
刻
像
が
、
九
州
に
初
め
て
渡

っ
た
こ
と
に
な
る
。 

私
も
実
物
を
見
る
の
は
初
め
て
で
、

総
高
一
〇
四
㎝
ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造

り
。
曲
彔
に
端
座
す
る
姿
は
気
魄
に

満
ち
溢
れ
、
正
面
か
ら
は
大
き
く
見

開
い
た
玉
眼
の
目
に
圧
倒
さ
れ
る
風

貌
で
、
一
大
禅
匠
と
し
て
の
貫
禄
が

伝
わ
って
き
た
。 

 

ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仙
厓
さ
ん
の
墨

画
な
ど
貴
重
な
展
示
を
拝
観
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
も
、
奈
良
県
大
和
の
薬

師
寺
、
栃
木
県
下
野
の
薬
師
寺
に
並

び
三
戒
壇
院
と
さ
れ
る
筑
後
観
世
音

寺
の
戒
壇
院
も
参
拝
し
、
時
間
が
あ

り
ま
し
た
の
で
旧
豊
後
森
機
関
庫
に

も
立
ち
寄
り
、
日
帰
り
の
短
い
研
修
の

旅
で
し
た
が
和
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                    

 

  

☆
一
月
三
日
総
代
世
話
人
年
始

会
☆
一
月
十
七
日
大
般
若
祈
祷

会
法
要
。
一
年
の
平
安
を
お
祈
り

し
ま
し
た
。
尚
、
二
月
五
日
千
光

寺
（
八
坂
）
・
三
月
三
日
龍
雲
寺

（
大
分
市
白
木
）
各
お
寺
の
大
般

若
法
要
に
出
頭
し
ま
し
た
。
☆
二

月
二
日
「
白
隠
さ
ん
と
仙
厓
さ

ん
」
展
、
九
州
国
立
博
物
館
研
修

☆
二
月
二
十
二
日
南
禅
寺
派
部

内
会
に
出
席
、
説
教
会
、
今
後
の

予
定
を
確
認
☆
二
月
二
十
三
日

総
代
会
（
於
・
安
住
寺
）
来
年
度

予
算
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

致
し
ま
し
た
。
☆
三
月
四
・
五
日

多
治
見
市
虎
渓
山
永
保
寺
・
田
中

義
峰
老
大
師
通
夜
密
葬
☆
三
月

十
一
日
杵
築
市
人
形
供
養
祭
が

安
住
寺
本
堂
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
☆
三
月
十
四
日
千
光
寺
先

住
職
様
一
周
忌
法
要
に
お
参
り
。

☆
四
月
八
日
花
ま
つ
り
、
本
堂
前

に
花
御
堂
を
出
し
て
お
釈
迦
様

の
生
誕
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

甘
茶
の
接
待
も
あ
り
ま
す
の
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

合
掌 

--
---

新
連
載
・
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば-----

 

最
も
古
い
佛
教
聖
典
「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
」

の
中
村
元
氏
の
訳
本
（
岩
波
文
庫
）
か
ら
、
短

く
抜
き
出
し
て
い
き
ま
す
。
人
間
ブ
ッ
ダ
が
考

え
語
ら
れ
た
こ
と
ば
を
、
い
ま
生
き
る
私
た
ち

の
安
心
へ
！
。 

実
に
悪
意
を
も
っ
て
（
他
人
を
）
誹
る
人
々

も
い
る
。
ま
た
他
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
真

実
だ
と
思
っ
て
（
他
人
を
）
誹
る
人
々
も
い

る
。
誹
る
こ
と
ば
が
起
こ
っ
て
も
、
聖
者
は

そ
れ
に
近
づ
か
な
い
。
だ
か
ら
聖
者
は
何
事

に
つ
い
て
も
心
の
荒
む
こ
と
が
な
い
。 

 

ん
～
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ん
て
皆
こ
の
類
で

し
ょ
う
か
。
森
友
問
題
や
相
撲
協
会
ゴ
タ
ゴ
タ

‥
な
ど
。
も
っ
と
有
意
義
な
番
組
が
多
く
な
っ

て
欲
し
い
よ
う
な
。
最
も
必
要
な
け
れ
ば
見
な

け
り
ゃ
い
い
の
で
す
が
。
日
ご
ろ
う
わ
さ
話
や

デ
マ
誹
り
に
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

安
ら
か
な
心
は
そ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
者

な
ら
ず
と
も
距
離
を
置
き
ま
し
ょ
う
。 

（3）平成 30年 3月 21日            安住寺だより                  第 162号 



 

 


